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機構では、学術誌『大学評価・学位研究』を平成16年度から刊行してきています。同誌においては、機構内外から論文、
研究ノートなどの形で投稿される大学改革、大学評価、学位等に関する研究成果の中から、厳格な査読を経て学術的意義
の高いものを掲載し、オンライン雑誌として J-STAGE 上で刊行するほか、印刷物の配布もしています。掲載された論文は、
「大学改革支援・学位授与機構　学術情報リポジトリ」にも登載されています。
令和４年度に誌名を『大学改革・学位研究』に変更予定です。

『大学評価・学位研究』の刊行

調査研究

我が国の高等教育の発展に資するため、機構の事業の基盤となる研究及び事業の検証に関する調査研究を行
い、成果を事業に活用するとともに公表を通じて成果の社会への普及を図っています。

●大学改革支援研究 大学等の改革の支援に関する調査研究
我が国の高等教育における教育研究活動等の改革を支援するため、大学等におけるマネジメントの改善・向上、
質の保証及び維持・向上のための評価、質保証に係る国内外の連携及び情報の分析方法と利用環境に関する調
査研究を行うとともに、機構の実施する評価事業を実証的に検証しています。また、調査研究の成果について
は、機構の事業の改善等に活用するとともに、社会に提供・公表しています。

１．大学等におけるマネジメントの改善・向上に関する調査研究
大学等におけるマネジメントのあり方について調査研究を進めています。国内外における高等教育政策（また
は第三次教育／中等後教育政策）と大学等の機関内部のマネジメントに関して情報収集を行うとともに、内部
マネジメントにおける財務情報と非財務情報の統合的な活用方法や、評価制度と資源配分の連動による政府－
大学間のガバナンス関係のあり方、大学の財務情報に関する分析手法、大学の経営人材と支援スタッフのあり
方などを研究テーマとして設定しています。

２．大学等の質の保証及び維持・向上のための評価に関する調査研究
過去に実施された大学等の教育研究活動等の評価実施の結果を分析し、効果的で効率的な評価の在り方を実証
的に検証しています。また、国内外の政策状況等の進展に伴う要請に対応した、今後の我が国の大学等の質
の保証及び維持・向上のための評価システムの在り方について研究しています。具体的には、分野別の教育・
研究水準の評価基準策定・記載事項のための分析、評価者や大学等を対象とした評価に関する検証アンケート
の設計と分析等を行っています。さらに、内部質保証、学習支援、成績評価、学習成果等の評価における重要テー
マについて研究しています。
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機構の学術的な調査研究の一部は、科学研究費助成事業の交付を得て、国内外の研究者と協力しながら実施しています。
現在実施されている研究には以下のものがあります。

科学研究費助成事業採択状況

「高等教育における学修成果の主観的評価及び客観的評価に関する日韓台国際比較研究」（令和元年度～４年度）

「アウトカムを基盤とした ASEAN 資格参照枠組みに関する研究」（令和２年度～４年度）

「ドイツの大学における内部資金配分の制度と実態に関する研究」（令和２年度～４年度）

「VR 体験が創造的思考と他者理解能力に及ぼす影響」（令和２年度～５年度）

「利益分配原理に基づく深層強化学習の革新的進化と実問題への応用に関する研究」（令和３年度～５年度）

「在日中国人元留学生の子どもの教育戦略に関する研究」（令和３年度～５年度）

「日本の宗教系大学における宗教文化の組織への組み込みと普及に関する組織社会学的研究」（令和３年度～５年度）

「公財政データからみた公的大学の政策転換点に関する実証研究」（令和４年度～６年度）

「「評価疲れ」の測定と可視化による評価の負担軽減へ向けた支援」（令和４年度～７年度）

３．質保証に係る国内外の連携に関する調査研究
諸外国における質保証制度を調査研究しています。それによって、我が国の質保証制度を改善するに当たって
の参考材料とすると同時に、今後展開が予想される国際共同教育での連携を支援することを目指しています。
また、調査研究から得られた知見をもとに、我が国の大学において教育研究の現場で質保証業務を担当する実
務人材の能力向上に向けた教材を開発します。さらに、この教材を使って実際に大学教職員向けの研修等を実
施し、大学の質保証への取組の支援を行っています。加えて、大学の国際業務担当者等を対象にしたセミナー
なども開催しています。

４．質保証に係る情報の分析方法及び利用環境に関する調査研究
高等教育の質保証のための評価において必要となる情報の収集・整理・分析・公表の手法や教育研究活動に関
する指標の開発等、大学等における自己評価、及び評価機関等による第三者評価における情報の活用に関す
る研究を行っています。とくに、大学情報の活用の基盤となるデータベースやウェブに関わる技術開発を行い、
その成果を機構の実施する評価に活かすとともに大学ポートレートの運用に反映させています。
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●学位研究 学位の授与に必要な学習の成果の評価に関する調査研究
高等教育レベルの多様な学習機会を求める社会の要請を踏まえて、生涯を通じて異なる機会に異なる教育機関
等で学習した者に学位を授与するために必要な学習の成果の評価に関する調査研究を行い、あわせて機構の
実施する学位授与事業を実証的に検証しています。我が国の学位の質と国際通用性の確保にかかわる学位制
度を中心とした高等教育研究の推進と問題提起もまた、調査研究の重要な課題です。これらの成果を機構の
学位授与制度の展開に活かすとともに、大学をはじめとする高等教育機関の参考に資するよう広く公表して、
我が国の学位システムの発展と学位に関する知識の普及に努めています。

１．学位の要件となる学習の成果の評価と学位等の承認に関する調査研究
高等教育を受ける人が増え、国境を越えた人の移動も広がりを見せる中で、高等教育修了者の能力証明として
の「学位」に対する関心が高まっています。学位及び他の高等教育資格が国内外の高等教育機関と労働市場で
適正に承認されるための制度的条件、また、学位の授与の対象とされる高等教育レベルの学習に求められる体
系性といった問題を視野に入れて、学位・単位制度に関する理論的基盤を日本と海外諸国の比較調査に基づき
把握することにより、機構の学位授与制度を支援するのみならず、広く日本の高等教育政策に資することを目
的とした調査研究を行っています。

２．機構の実施する学位授与の機能に関する調査研究
機構における学位授与制度について、個人が多様な機会に生涯を通じて行う高等教育レベルの学習の成果を、
学位の取得につなげる仕組みに関する調査研究を実施しています。経済的社会的に異なる条件下でキャリア
を模索する人々にとって開かれた高等教育とは何かという問題意識も持ちつつ、大学以外の教育機関等にお
ける様々な学習の成果を評価し単位認定する方法、そうした高等教育レベルの学習による単位の累積を条件
とした学士の学位授与制度の意義と構築の可能性について研究しています。さらに、短期大学、高等専門学校、
専門学校など短期の高等教育を終えた後に一定の学修を行って機構で学士の学位を取得した方に対して、学位
審査課と協働してアンケート調査を実施し、その分析結果を機構の学位授与事業の改善に反映させています。

調査研究活動の進捗と成果を共有し、また、国内外における関連分野の事業、研究の動向を的確に理解することを目的と
して、研究開発部研究会を開催しています。令和３年度には以下のようなテーマで開催されました。

・医学教育分野別評価の現状と課題
・学術データベースシステム 研究開発の理論と実践
・動機づけ理論からみた質の高い教育
・令和３年度高等教育質保証フォーラムにむけて
・人工知能は何故うまくいくのか？ ～理論と実例の紹介～
・全国資格枠組み（NQF）の国際動向－JQF 構築の課題と可能性－
・評価結果の検証のための計量分析による手法について
・大学による自己認証――次世代の認証評価方式？
・「欧米５か国における教育無償化に対する会計検査事例」の紹介

研究開発部研究会の実施


